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研究シーズ 
鹿児島高専では「地域に技術で貢献」できることを目指して日々の研究活動を推進しています。開校以

来、長年培い、育んできた有形、無形の研究成果が数多く存在します。ここでは、それらをベースにした
鹿児島高専の研究シーズを紹介します。研究シーズが糸口となり、地域社会、地域経済界との協力関係が
更に強まり、鹿児島高専の研究成果が有効に活用されることを念願しています。 
 なお、ここの研究シーズに掲載しなかった研究も数多くあります。それらにつきましては、鹿児島高専
ホームページ（http://www.kagoshima-ct.ac.jp/）の「研究者総覧」で研究者毎の詳細な研究内容が閲覧
できますので、これらの情報も是非有効に活用して頂きたくお願いします。 

テーマ 氏名 頁 

一般教育科 

工業および技術英語の教育指導の支援 あべ松 伸二 1 

太陽風によって励起される脈動現象の調査 池田 昭大 2 

竹炭等の自然物を利用した河川等の水質浄化 大竹 孝明 3 

総合型地域スポーツクラブをベースにした生涯スポーツ社会の充実 北薗 裕一 4 

社員の英語指導（英検、TOEIC、海外派遣事前研修等）の支援 嵯峨原 昭次 5 

宇宙天気予報(宇宙電磁環境) と 地磁気観測 篠原 学 6 

位相空間論（General Topology） 嶋根 紀仁 7 

問題解決のための戦略（Strategies of Problem-Solving） 白坂 繁 8 

文章作法及び日本語表現 田中 智樹 9 

スポーツクラブの経営戦略に関する研究（地域・トップレベルスポーツクラブ） 堂園 一 10 

太陽紫外線の地上観測 野澤 宏大 11 

自転車発電・太陽光発電によるエネルギー教育 野澤 宏大 12 

偏微分方程式論 拜田 稔 13 

チームの「育てる力」を測る。 林 良平 14 

授業で使える経済実験システムの開発 林 良平 15 

電子化された教材資料とコミュニケーション授業 保坂 直之 16 

鹿児島県の民俗文化に関する研究 町 泰樹 17 

多変量解析を用いた日本書紀編纂の研究 松田 信彦 18 

化学実験 （Chemistry experiment） 三原 めぐみ 19 

機械工学科 

水素吸蔵合金を用いた簡易水道水冷却装置の開発 江﨑 秀司 20 

流体励起振動の現象解明と機械振動の教育研究 小田原 悟 21 

レンズ風車の信頼性向上及び水素エネルギーに関する技術開発 小田原 悟 22 

マイクロ水力発電に適用する水車の開発 椎 保幸 23 

位置決め装置の高速高精度化に関する実用的な制御技術 白石 貴行 24 

可視化情報システムを用いた流れの可視化(２円管から流出する脈動噴流) 田畑 隆英 25 

ＦＥＭを用いた構造解析 競技用ソーラーカー・弦楽器 塚本 公秀 26 

高速度加工機を用いた塑性加工技術の開発 南金山 裕弘 27 

LPSO型Mg合金を用いた超音波接合継手の接合性評価 東 雄一 28 

自然対流の伝熱促進技術 三角 利之 29 

メカトロニクス機器の高速位置決め制御 渡辺 創 30 

電気電子工学科 

井手 輝二 31 

今村 成明 32 

奥 高洋 33 

樫根 健史 34 

楠原 良人 35 

楠原 良人 36 

逆瀬川 栄一 37 

須田 隆夫 38 

須田 隆夫 39 

須田 隆夫 40 

中村 格 41 

ソフトウエア無線技術 

視野拡大リハビリ支援ソフトの開発 

多元素組成薄膜の作製プロセスに関する研究 

絶縁耐圧試験用電源の開発 

燃料電池とスイッチングコンバータによる発電特性の研究 

太陽電池モジュールの不具合発電による損失電力の特性解析 

AC サーボドライブシステムの設計 

細胞分別・操作用バイオＭＥＭＳの開発 

半導体工学・集積回路製造技術の教育 

簡単電子工作、組み込みマイコン教育用の教材開発 

予防保全技術『油中部分放電検出に関する研究』 

ものづくり講座・電力教室の企画および実施 中村 格 42 



LED応用照明器具のEMC特性と電気特性の測定 枦 健一 43 

螺旋交叉遺伝的プログラミングを用いた画像フィルタ設計 前薗 正宜 44 

身体の運動制御メカニズムに関する研究 垣内田 翔子 45 

テーマ 氏名 頁 

電子制御工学科 

金属塑性加工プロセスの最適化設計に関する研究 植村 眞一郎 46 

環境磁気雑音の特性把握と低減技術に関する研究 鎌田 清孝 47 

ファジィ・ニューラルネットワークによる制御ルールの開発 岸田 一也 48 

光学ガラスＢＫ７の精密加工 小原 裕也 49 

ＣＡＥを用いた製品設計 島名 賢児 50 

エンドミル加工における加工精度の向上 島名 賢児 51 

薄膜EL素子用発光層に関する研究 新田 敦司 52 

インクジェット法を用いた透明導電膜に関する研究 新田 敦司 53 

生体信号コンピュータインターフェイス技術 原田 治行 54 

画像認識を用いた研究開発 福添 孝明 55 

衛星画像を用いた研究 宮田 千加良 56 

振動特性に関する研究 宮田 千加良 57 

表計算ソフトを用いた電動機駆動制御シミュレーション 室屋 光宏 58 

工作機械の加工状態監視と制御 吉満 真一 59 

情報工学科 

ネットワークの利便性向上を助ける技術 入江 智和 60 

床下検査ロボットの開発  演奏ロボットの開発 幸田 晃 61 

画像処理（パターン認識，位置・形状計測） 
組込システム（マイコン制御，ディジタル回路設計） 

芝 浩二郎 62 

遠隔コミュニケーション支援のためのヒューマンインタラクション解析 新徳 健 63 

オブジェクト共有空間を用いた分散並列処理システム 武田 和大 64 

気象環境モニタリングのための情報ネットワークシステム 武田 和大 65 

生体磁気刺激に関する研究 玉利 陽三 66 

集団的トレース仕様からのソースコード合成 堂込 一秀 67 

各種センサー応用に関する研究 豊平 隆之 68 

ニューラルネットワークを用いた連想記憶の研究 濱川 恭央 69 

波形解析に関する研究 濱川 恭央 70 

分散並列処理のためのオブジェクト共有空間の拡張 原 崇 71 

都市環境デザイン工学科 

池田 正利 72 

岡松 道雄 73 

窪田 真樹 74 

堤 隆 75 

毛利 洋子 76 

山内 正仁 77 

山内 正仁 78 

火山性骨材のコンクリートへの有効利用 

地方中小都市における「地域の個性」を活かした空間デザインの提案 

任意地域における気象データの整備と活用 

複素応力関数を用いた二重連結領域の力学解析 

地域活性化の為のアーバンデザイン・仮設デザイン・活用提案 

有機性廃棄物(焼酎粕）の高度資源化技術の開発(その1) 

有機性廃棄物(焼酎蒸留粕）の高度資源化技術の開発 （その２） 

嫌気性微生物を利用した各種廃水からのエネルギー回収技術の開発 山田 真義 79 

技術室 

技術室職員の専門技術分野と研究 山下 俊一（代表） 80 

金属材料強度試験 原田 正和・油田 功二 81 

機械の分解組み立てを通してのものづくり基礎教育に関する研究 上野 孝行 82 

次世代のエネルギー環境に関する研究 永田 亮一 83 

機械加工における高品位な加工面を得るための加工法の検討 原田 正和 84 

スラット両面の特性を活用した省エネ対応のブラインド 原田 正和 85 

地域のシラスを活かした混合セメントの開発 福永 隆之 86 

CAEを用いた工作機械の解析 松尾 征一郎 87 

工作機械の熱変位補正制御に関する研究 山下 俊一 88 

共同研究・寄附金申込の流れ 89 
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